
広島市男女共同参画推進センターの開設について

１　施設概要
⑴　設置目的
男女共同参画に関し普及啓発、活動の場の提供等を行うことにより、男女共同参画を推進する。
　⑵　開設日　　
平成２４年(2012年)４月１日
⑶　名　称　　
広島市男女共同参画推進センター（以下「センター」という。）

⑷　愛　称　  
ゆいぽーと
　　　趣旨：  
男女がともに多様な個性や能力を十分に発揮できる男女共同参画社会の実現を目指し、市民や地域団体等がセンターに集い、つながりをつくりながら(人と人がつながる＝結(ゆい))、学び、活動し、その成果を地域での実践活動に生かす(人と人とのつながりが広がる＝結(ゆい))とともに、地域での活動成果をセンター運営の充実につなげていく。

市民や地域団体等がセンターを拠点に行き来する様子を船が港を行き来するイメージと重ね、センターを港(ポート)と表現した。

⑸　所在地　　
広島市中区大手町五丁目６番９号（旧広島市女性教育センター）
⑹　施設内容
ア　施設規模等　　

(ｱ) 構造等　　鉄骨鉄筋コンクリート造、１２階建のうち１階から５階部分
(ｲ) 敷地面積　　2,108.86㎡

(ｳ) 延床面積　　2,569.59㎡（専用面積）、367.19㎡（共用面積）
(ｴ) 主な施設　　１階：ギャラリー(エントランススペース)

２階：こども室、フリースペース、喫茶、印刷作業室

　　　              ３階：アトリエ、音楽練習室、フィットネスルーム、和室

　　　              ４階：資料室、会議室、研修室、生活実習室、面接相談室

　　　              ５階：会議室、研修室、ＩＣＴ学習室
　　イ　事　業

男女共同参画に関する普及啓発、講座の開催、相談、調査研究、情報の収集及び提供、活動及び交流の場の提供等

ウ　休館日等
(ｱ) 休館日　　月曜日、祝休日、８月６日、１２月２９日から翌年１月３日まで

(ｲ) 開館時間　　午前９時から午後９時まで
⑺　概算事業費（施設整備費等）
　　　約３億４，６７６万１千円
⑻　施設の管理運営

ア　指定管理者
　　男女共同参画社会をめざす女性教育を考える会広島グループ

イ　指定期間
　　平成２４年度～平成２７年度

ウ　限度額
　　２億４，１２５万２千円

２　開館記念行事の開催（別添パンフレット参照）
⑴　主　催　　　センター開館記念行事実行委員会（構成：指定管理者、広島市）

⑵　期　間　　　平成２４年(2012年)４月１日（日）～４月８日（日）

⑶　内　容

　　ア　開館記念式
　　　(ｱ) 日　時　 平成２４年(2012年)４月１日（日）午前９時～午前９時３０分
　　　(ｲ) 場　所　 センター５階　ホール(研修室２・３・４)

　　　(ｳ) 式次第

・ 開式の辞　　　　　　司会者（男女共同参画課長）

・ 式辞　　　　　　　　広島市長

・ 開設経過報告　　　　市民局長

・ 来賓祝辞　　　　　　広島市議会議長

・ 愛称発表　　　　　　人権啓発部長

・ 閉式の辞　　　　　　司会者（男女共同参画課長）
　（式終了後、希望者に対して施設見学を実施）

(ｴ) 出席予定者

　  市長、広島市議会議員、関係官公庁（労働局、法務局、広島県、広島県警察本部等）、関係団体（エソール広島、広島弁護士会、広島県人権擁護委員連合会、広島市女性団体連絡会議等）、地元関係（町内会、タカノ橋商店街等）、工事関係者　など

　　イ　開館記念イベント（主なもの）
　　　(ｱ) 講演会等

・　講演会「センター創設に寄せて」〔４月１日(日)〕
　　　　　　  講　師：篠原 收氏（広島市男女共同参画審議会会長、広島女学院大学生活科学部教授）

・　セミナー「パパの育児参加がもたらすもの」〔４月２日(月)〕
　　　　 　　 講　師：福井 正樹氏（特定非営利活動法人ファザーリング・ジャパン理事）

・　講　座「健康な身体づくり・メタボ対策」〔４月５日(木)〕
　　　　　　　講　師：井野 敏子氏（元広島市民病院看護師長）
・　対　談「新藤兼人監督　百年の軌跡を語る」〔４月８日(日)〕
　　　　　　　対談者：蔵本 順子氏（㈱序破急　代表取締役社長）、部谷 京子氏（美術監督）

　　　(ｲ) 展 示

　　　　  男女共同参画推進の取組状況紹介パネル展示など〔４月１日(日) ～４月８日（日）〕
(ｳ) センターの事業紹介

フィットネス体験〔４月４日(水)・５日(木)〕、面接相談（法律、健康）〔４月５日(木)〕
　　　(ｴ) 利用者参加型イベント

ステージ発表、作品展示、ミニコンサートなど〔４月１日(日) ～４月８日（日）〕
資料２
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